
ナシのジョイント V 字トレリス樹形による 
早期成園化技術導入マニュアル 

 
ジョイントＶ字トレリス樹形とは、従来のジョイント栽培で平棚上にあった主枝を

地上 0.7～0.8ｍの高さまで下げ、側枝を斜立させた新しいジョイント樹形です（図

１）。ジョイント樹形譲りの早期多収性はそのままに、樹冠が V 字型になったことで、

従来よりも作業姿勢が楽になり、機械の導入が容易になっています。 

 

 

 

 

【専用棚とほ場の設計】 
ジョイントＶ字トレリス樹形は専用の果樹棚が必要になります。 

最初に棚や防鳥網、防風網などを含めてほ場を決定します。棚の外周部は、管理作

業や電気柵の設置のために通路を確保しましょう。 

樹列は南北方向が原則です。また、樹列をできるだけ長くすることも作業効率や資

材コストを抑える面から重要です。ただし、ほ場に樹列を詰め込みすぎると、防除や

管理作業が大変になるため、樹列の外周部は作業機械が周回できるスペースを確保し

ます。列間は 3.5～4.0ｍが標準的です。なお、接ぎ木の際に苗を誘引線に固定するた

め、専用棚は苗の定植前までに設置します。既存の平棚の下にも設置可能ですが、そ

の場合は着果部の高さが平棚で制限されます。 

定植前の準備 

図１ ジョイントＶ字トレリス樹形のイメージ 
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【苗木】 

2.5ｍ程度の長い苗を切り戻さない形で調達します。苗木の再養成については、苗

木の長さやそれぞれの長所と短所を考慮して決めます。なお、１年生苗と２年生苗で、

生育や果実品質等における顕著な差はありません。 
 

●１年生苗（購入苗） 

 苗木の養成期間が不要 

 大苗の入手先が限られる 

 品種や苗木によっては十分な株間が確保できず、植栽本数が多くなることから、

より苗木費用が必要になることがある 

●２年生苗（再養成苗） 

 苗木の入手先が限定されない 

 初期生育が悪い品種でも株間が確保できる 

 養成にかかる手間と費用が必要 

 

【植付け】 

主枝誘引線を 0.7～0.8m の高さに設置し、苗木を接ぎ木ジョイント可能な距離（苗

長 2.5～3.0m で株間 1.5m～2.0m）に定植します。標準的な株間は 1.5～2.0m で

すが、苗木の長さによって調整します。苗木が短く、株間が 1.0m 以上取れない場合

は、0.6m 程度に切り戻して１年間育苗します。株間が極端に狭いと樹勢が強くなり

やすいため注意します。定植時期は 12 月下旬までが目安です。 

 

 
 

【ジョイント接ぎ木】 
●使用する道具（図２） 

①接ぎ木ナイフ 
②せん定ばさみ 
③小型カンナ（刃幅 24mm 程度） 
④ビニールテープ 
⑤乾燥防止用癒合剤 
⑥ゴムバンド 

 

●接ぎ木の作業適期 

苗が軟らかくなる水揚げ始期～発芽前（３月下旬～４月上旬頃）までが作業適期で

す。ただし、この時期を過ぎても接ぎ木は可能です。 

 

定植１年目の管理 

図２ 接ぎ木に使用する道具 

① ② ③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
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【芽かき】 

主枝部の基部側 1/3 にある①上芽と②接ぎ木

部より下の主幹部の芽は強大な枝に成長し、先端

の新梢生育に悪影響を及ぼすため芽をかきます。

（図３）。栽培期間中、新梢が頻繁に発生しますの

で、その都度芽かきを行います。 

 

 
【せん定】 

１年目は①側枝の切り返しと②基部近くから発

生した強勢な枝を間引く程度とし、本格的なせん定

は２年目以降に行います（図 4）。 
 
 
 
 
 
                           

【着果管理】 

定植１～２年目は着果させずに、側枝の養

成を行いましょう。試験では、「王秋」の定植

３～４年目において成園並の収量（10a 当た

り 4,000kg）を確保していますが（図 5）、定

植3～４年目は樹体の育成を優先させるため、

下記の目標着果量を参考に、過度な着果負荷

をかけないよう注意してください。 
 

目標着果量 
 定植３年目 → 2,000～3,000 果/10a 
 定植４年目 → 4,000～5,000 果/10a 
 定植５年目以降 → 成園並の着果量を維持 

 

【摘心】                       

不要な枝の発生防止と短果枝を維持するため、側枝

の途中から発生する新梢の摘心を行います。摘心は５

月と７月に行い、基部から１～２ｃｍ程度残して切除

します（図６）。側枝や予備枝の先端部から複数本の新

梢が発生した場合も１本を残して摘心します。 
 

定植２年目以降の管理 

図３ 芽かきが必要な部位 

図４ 定植１年目のせん定 

図５ 「王秋」の収量と果実重の推移 

図６ 摘心の位置 
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【新梢誘引】 

 側枝の養成のため、６月下旬～７月上旬頃を目安に新梢を誘引して、花芽分化を促

しましょう。また、誘引を行うことで薬液透過の改善も期待できます。 

 

【せん定】 

 側枝間隔の目安は 30cm です。40cm

以上間隔が空くようならせん除する

ような枝でも残します。 

 品種にもよりますが、概ね３～５年を

目安に定期的な側枝の更新を行いま

しょう。 

 枝をせん除する際は、新梢が発生しや

すいよう、基部のしわ（節）を少し残し

ましょう（図７）。 

 

【側枝確保】 

側枝の基部に、くさび形の切れ込みや環状

剥皮を行うと、側枝の肥大防止や新梢の発生

促進が期待できます（図 8）。発生した新梢は、

側枝を更新するための候補枝として育成しま

しょう。 
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図７ 基部のしわを残したせん定 

図８ 側枝確保の処理 

（上段：くさび形の切れ込み、下段：環状剥皮） 

処理により 

発生した新梢 
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